
 

 
 

安 

全 

宣 

言 
    

私

達

、

富

山

河

川

国

道

事

務

所

工

事

安

全

対

策

協

議

会

は

、 

常

日

頃

よ

り

、
労

働

災

害
・
公

衆

災

害

ゼ

ロ

を

目

標

に

工

事

現

場

に

お

け

る

安

全

教

育
・
訓

練

並

び

に

安

全

パ

ト

ロ

ー

ル

の

実

施

な

ど

の

安

全

活

動

に

、

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

参

り

ま

し

た

。 

こ

れ

ら

の

活

動

に

よ

り

一

定

の

成

果

は

得

て

い

る

も

の

の

、
い

ま

だ

に

労

働

災

害

や

公

衆

災

害

が

発

生

し

て

い

る

こ

と

は

、
誠

に

残

念

で

す

。 

  

私

達

が

携

わ

っ

て

い

る

社

会

基

盤

の

整

備

は

、

住

民

の

安

全

・

安

心

を

確

保

し

、
ま

た

利

便

性

を

向

上

さ

せ

て

豊

か

な

社

会

生

活

を

実

現

す

る

こ

と

を

目

標

と

し

て

い

ま

す

。 

こ

の

た

め

、
適

正

な

施

工

体

制

を

確

保

し

、
安

全

性

・

施

工

性

の

向

上

や

工

事

コ

ス

ト

縮

減

の

た

め

に

新

技

術
・
新

工

法

を

導

入

す

る

な

ど

、
工

事

全

般

の

品

質

を

向

上

さ

せ

る

た

め

、
多

様

な

対

応

を

行

っ

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。 
 

私

達

が

施

工

す

る

工

事

は

、

交

通

量

の

多

い

現

道

上

や

降

雨

・

降

雪

な

ど

日

々

変

化

す

る

厳

し

い

自

然

条

件

下

で

の

施

工

で

す

が

、
施

工

に

当

た

っ

て

は

、
工

事

関

係

者

は

も

と

よ

り

、
地

域

の

方

々

や

そ

の

関

連

施

設

を

損

傷

さ

せ

る

こ

と

は

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

こ

と

で

、

安

全

管

理

は

最

優

先

の

課

題

で

す

。 
  

私

達

、
富

山

河

川

国

道

事

務

所

所

管

の

工

事

を

担

当

す

る

者

と

し

て

、
本

日

の

建

設

労

働

災

害

防

止

大

会

を

契

機

に

、
会

員

相

互

の

連

絡

を

密

に

し

、
作

業

員

一

人

一

人

の

安

全

意

識

の

高

揚

を

図

り

、
無

事

故

無

災

害

で

工

事

完

成

の

日

を

迎

え

ら

れ

る

よ

う

、
安

全

管

理

を

徹

底

す

る

決

意

を

こ

こ

に

宣

言

し

ま

す

。 

   

平

成

二

十

三

年

十

月

十

一

日 
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第

23
回

富

山

河

川

国

道
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労
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